
1983年出上の木簡

四
年
）

（付
記
）

墨
書

の
釈
読
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
鬼
頭
清
明
氏
に
よ
る
。
墨

書
曲
物
の
展
開
図
は
曲
物
の
実
測
図
と
赤
外
線
写
真
に
よ
り
合
成
し

た
も
の
で
、
写
真
撮
影
は
阿
南
辰
秀
氏
、
実
測
及
び
ト
レ
ー
ス
は
館

邦
典
氏
に
よ
る
。

（岩
崎
二
郎
）

大
阪
。
高
宮
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
寝
屋
川
市
大
字
高
宮

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
三
年
（昭
５３
）
一
一
月
を

一
九
八
四
年
（昭
５９
〓
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
寝
屋
川
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
塩
山
則
之

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
旧
石
器
時
代
を
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
曲
物
出
土
遺
構
の
概
要

高
官
遺
跡
は
、
生
駒
山
系
の
西
側
斜
面
か
ら
派
生
す
る
洪
積
層
の
寝
屋
川
市

東
部
丘
陵
の
南
端
、
海
抜
二
八
ｍ
前
後
の
北
東
か
ら
南
西
へ
ゆ
る
や
か
に
傾
斜

し
た
丘
陵
地
形
に
位
置
し
て
い

る
。
こ
の
丘
陵
上
に
は
、
自
鳳

時
代
創
建
の
国
指
定
史
跡
高
宮

廃
寺
跡
が
所
在
し
て
い
る
。

高
官
遺
跡
は
、　
一
九
八
〇
年

部

か
ら
四
次
に
わ
た
っ
て
調
査
が

厳
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る。
そ
の

伏

結
果
、
旧
石
器
時
代
か
ら
室
町

時
代
ま
で
の
遺
物
、
遺
構
を
検

長

岡

京

本

簡

●

解
説
付

向
日
市
教
育
委
員
会

向
日
市
内
か
ら
発
掘
さ
れ
た
木
簡
は
現
在

一
二
〇
〇
点
を
越
え
る
が
、

そ
の
内
四
二
六
点
の
写
真
図
版
と
釈
文
三
六
二
点
を
収
録
し
、
付
載
と
し

て
墨
書
土
器
八
六
点
の
図
版
と
釈
文
二
二
八
点
を
収
録
し
た
。

本
書
は
長
岡
京
遷
都
千
二
百
年
を
記
念
し
て
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。

図
版
　
Ｂ
４
判
　
コ
ロ
タ
イ
プ
写
真
印
刷
　
五

一
葉

総
説
及
び
釈
文
　
Ａ
５
判
活
版
印
刷
　
総
頁
三
二
〇
頁
　
定
価
　
未
定

有
限
会
社
　
員
陽
社



出
し
た
。
特
に
一
辺
約

一
ｍ
の
柱
穴
を
も
つ
掘
立
柱
建
物
群
と
竪
穴
式
住
居
群

と
は
、
長
い
柵
列
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た
古
墳
時
代
末
期
か
らｉ
飛
鳥

。
ａ
鳳
時

代
の
集
落
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
こ
の
地
に
居
住
し
た
氏
族
に
よ
っ
て
隣
接

す
る
高
宮
廃
寺
が
創
建
さ
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
て
い
る
。

本
遺
跡
は
、
寺
院
造
営
に
直
接
か
か
わ
っ
た
古
代
氏
族
の
居
住
地
と
氏
寺
造

営
地
の
関
連
を
示
す
も
の
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
（第
五
次
）
は
、
海
抜

一
二
ｍ
前
後
の
丘
陵
南
面
端
部
社
近
で
実

施
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
調
査
区
で
は
、
掘
ュ
柱
建
物
跡
、
井
戸
、
と
羨
、

溝
、
柵
列
を
検
出
し
、
そ
の
他
ピ
ッ
ト
の
数
は
数
百
に
及
ん
で
い
る
。

掘
立
柱
建
物
跡
は
、
そ
の
時
期
が
丘
陵
頂
部
に
形
成
さ
れ
た
柵
列
で
囲
ま
れ

た
巨
大
な
柱
穴
を
も
つ
掘
立
柱
建
物
群
と
同
時
期
と
推
察
さ
れ
、
飛
鳥

・
白
鳳

時
代
に
お
け
る
集
落
の
広
が
り
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
集
落
は
、
今
回
出

上
し
た
多
数
の
遺
物
か
ら
、
奈
良
時
代
末
期
あ
る
い
は
平
安
時
代
初
頭
ま
で
存

続
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
高
官
廃
寺
が
廃
絶
し

た
時
期
と
も

一
致
し
て
お
り
、
古
代
氏
族
と
そ
の
氏
寺
経
営
を
考
え
る
上
に
お

い
て
の
今
後
の
検
討
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
こ
の
地
に
集
落
が
形
成
さ
れ
る
の
は
、
平
安
時
代
末
期
で
あ
り
、
そ
の

時
期
の
遺
構
と
し
て
、
土
羨
、
溝
、
井
戸
、
ピ
ッ
ト
群
が
あ
げ
ら
れ
、
墨
書
銘

の
あ
る
曲
物
が
出
上
し
た
遺
構
は
、
そ
の
う
ち
の
本
枠
の
施
設
を
も
つ
井
戸
で

あ
る
。

一
曲
物
の
出
上
し
た
井
戸
は
、
上
端
で
長
径
二
・
七
ｍ
、
短
径
二
。
二
ｍ
の
変

形
の
楕
円
形
で
、
深
さ
三

。
一
ｍ
、
底
面
は
一
辺
約
九
〇
ｃｍ
の
正
方
形
を
呈
し

て
い
る
。
井
戸
の
内
部
に
は
、
底
に
長
さ
八
五
伽
、
幅
三
四
ｃｍ
、
厚
さ
三
伽
の

横
板
を
二
段
組
み
合
せ
た
井
筒
を
据
え
、
そ
の
上
に
巨
木
を

「
コ
」
字
形
に
引

り
抜
き
二
枚
組
み
合
せ
た
井
筒
を
据
え
て
い
る
。
到
り
抜
き
井
筒
の
枠
材
の
残

存
計
測
数
値
は
、
長
辺
九
五
釦
、
短
辺
三
Ｏ
ｃｎ
、
高
さ

一
七
Ｏ
ｃｍ
、
厚
さ
上
部

で

一
飩
、
底
部
で
五
伽
を
測
る
。
曲
物
は
、
下
の
二
段
に
重
ね
て
横
板
を
組
み

合
せ
た
井
筒
の
上
段
部
か
ら
出
上
し
て
い
る
。
こ
の
曲
物
に
接
し
て
、
底
部
に

省
略
ぎ
み
の
螺
旋
状
の
暗
文
を
施
し
断
面
三
角
形
の
高
台
を
付
し
た
瓦
器
椀
底

部
が
出
上
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
井
戸
の
掘
形
の
内
外
か
ら
瓦
器
椀
、
瓦
器
皿
、

土
師
皿
が
多
数
出
土
し
て
お
り
、
粋
内
外
の
遺
物
の
時
期
差
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

８
　
墨
書
の
釈
文

。
内
容

①

　

「保
延
六
年
□
月
十

一

保
延
六
年

（
三

し
た
墨
書
銘
は
、

施
さ
れ
て
い
る
。

四
〇
）
の
年
号
を
記

曲
物
側
板
中
央
部
に

曲
物
は
、
直
径

一
六
銅
、
高
さ

一
四

ｃｍ
、
厚
さ
○

。
三
軸
を
測
り
、
板
材
を

薄
板
状
に
削
り
両
端
を
合
せ
て
円
筒
状

に
し
、
合
せ
目
の
側
板
の
重
複
す
る
部

分
を
桜
皮
で
緊
着
し
、
さ
ら
に
側
板
外
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側
の
口
縁
部
と
底
部
に
幅
四
ｃｍ
、
厚
さ
○

・
三
ｃｍ
の
範
を
そ
れ
ぞ
れ
は
め
込
ん

で
い
る
。
側
板
内
面
に
は
、
縦
方
向
と
斜
方
向
に
カ
キ
ロ
を
つ
け
て
い
る
。
底

板
は
、
直
径

一
五

・
四
ｃｍ
、
厚
さ
○

・
七
蝕
の
円
板
状
で
、
曲
物
の
下
端
内
側

に
は
め
込
ん
だ
の
ち
、
五
箇
所
で
木
釘
留
め
し
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

寝
屋
川
市
教
育
委
員
会

『高
官
廃
寺
　
発
掘
調
査
概
要
報
告
１
』
盆

九
八
〇

年
）同

『高
官
廃
寺
　
発
掘
調
査
概
要
報
告
Ｉ
』
盆

九
八
一
年
）

同

『高
官
廃
寺
　
発
掘
調
査
概
要
報
告
Ⅲ
』
盆

九
八
二
年
）

同

『
高
官
廃
寺
　
発
掘
調
査
概
要
報
告
Ⅳ
』
盆

九
八
三
年
）

同

『高
官
廃
寺
　
発
掘
調
査
概
要
報
告
Ｖ
』
盆

九
八
四
年
）

同

『寝
屋
川
市
の
文
化
財
』
第
Ⅱ
集
盆

九
八
〇
年
）

同

『寝
屋
川
市
文
化
財
図
録
Ｉ
』
金

九
八
四
年
）′　
　
　
　
　
　
　
（塩
山
則
之
）

大
阪
・
池
上

。
曽
根
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
泉
大
津
市
曽
根
町
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年
（昭
５７
）
一
一
丹
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
大
阪
府
毅
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
瀬
川
　
健

・
森
井
貞
雄

・
小
山
田
宏

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
ぞ
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

こ
の
遺
跡
は
、
大
阪
府
の
南
部
に
所
在
し
、
既
に
外
生
時
代
中
期
の
環
濠
集

落
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
木
簡

（折
敷
底
板
）
は
、
国
史
跡
指
定
地
の
西
側
に
近

接
す
る
民
有
地
（昭
和
五
七
年
度

第
八
調
査
区
）
で
検
出
さ
れ
た
井

一戸
（
Ｓ
Ｅ
一
〇
こ

底
か
ら
出
土

し
た
。
井
戸
は
、
上
径
約
二

・

〓
冨

、
深
さ
約

一
。
四
ｍ
を
測

り
、
四
段
重
ね
の
曲
物
井
筒
を

有
し
て
い
る
。
共
伴
し
た
瓦
器

か
ら
、　
三
二
世
紀
後
葉
の
年
代

が
与
え
ら
れ
る
。

(大阪西南部・岸和田)


